第35回L-band RF電子銃会合
日程：2011年11月15日（火曜日）

時間：10時00分より

接続：MCU(338)＋WEBEX
出席者：浦川、早野、渡邊、倉本（KEK）、磯山、川瀬（阪大）、栗木、飯島、増元（広大）

□川瀬氏より阪大LバンドRF電子銃製作の現状について報告があった。

10月3－5日、12－14日にKEK-STFにてロウ付け後の拷問器を用いたカソード側及び出口側の周波数調整をおこなった。調整前周波数は1299.118 MHzで、カソード側調整により1300.040 MHzに達した。目標である1300.160 MHzにするため出口側で130 kHzの上昇、カソード側で10 kHz低下させる調整が必要となる。出口側の調整で130 kHz上昇し、調整を終了した。周波数調整により冷却水管取り合い部の変形があり、冷却水側の追加工が必要（磯山先生より詳細発表）。ロウ付け終了後、KEK-STFにて最終評価予定。
□磯山先生より周波数調整による冷却水取り合い部変形の対処について報告があった。周波数調整により端板が変形し、冷却水配管のはめ合い部のロウ付けに影響がある恐れがある。はめ合い部の変形により対応を試みたが、適合不可であった。そのため、冷却水のジョイントの一部を現在の形状にあわせて製作し直す。
Q.早野：マニュホールドの丸い部分は使うのか？
A.磯山：一部を切断して、製作した部分を溶接して付け替える。
Q.栗木：完成予定は？
A.磯山：年内にロウ付けが終了し、年明けにKEKで最終調整ができればと考えている。

□倉本氏よりSTF-RF 電子銃エージングの最新結果について報告があった。

RF電子銃のエージングをおこなった。ファラデーカップからの暗電流信号をオシロスコープにより測定した。Fowler-Nordheimプロットからβ=183を算出した。実験中、共振点を与える温度に変化が見られた。
Q.磯山：カソードプラグの取り付け方で共振周波数が100 kHz程度変わるという報告をした。プラグの取り付けはどのようになっているのか。
A.早野：今回はダミープラグを使用しており、テンションはかかっていない。そのためプラグ位置が動いた可能性がある。ビーム実験の時はテンションがかかり、固定される。
Q.川瀬：導波管付近の温度が上がると真空圧力が上昇するというのはガスの影響か？
A.早野：導波管本体部は水冷がないので、ガス放出があったと考えている。

Q.栗木：暗電流が少し上昇している？

A.渡邊：わずかに上がっている。40MV/mで250 uA程度。
Q.磯山：暗電流はどこで測っているのか？

A.早野：RF電子銃直下流でファラデーカップを用いて測っている。ビームパイプにきた電流を測定している。

□早野先生より今後のSTFの予定について説明があった。

コールドボックスがトンネル内に11月22日に入る。12月いっぱいで運転できるようにしたい。1月に、クライオモジュール冷凍機と、1月上旬は総合運転、3月5日RF電子銃、平行して、3月第3週までビームダンプまでのビーム通過の試験をおこなう。量子ビーム実験終了が11月2日予定。

Q.磯山：7，8月にRF電子銃の試験はできるか？
A.早野：8月16，17日辺りに停電があるので水も電気も止まる。それ以外の日にちはできる。ただ、分解等の諸時間も含めると実質的には三週間程度の実験になる。
Q.栗木：ゲートバルブを開けるのはいつか。そのとき、電子銃で達成すべき諸条件は？

A.早野：3月20日。最悪10^-9 torrは必要。

Q.栗木：どういった体制で作業するのか？
A.早野：冷凍機、加速器運転にひとりづつシフトがつく。月曜にクールダウンし、火曜から金曜の昼12時から夜中25時までビーム運転をおこなう。一日2シフト体制でおこなう。ビームチューニングできる人が必要。阪大・広大からもぜひ参加していただきたい。
Q.栗木：大学から行く人はサブシフトとして行くことになるのか？

A.早野：シフトリーダーはKEKの職員でなければならないので、大学からの参加者はサブシフトである。
Q.磯山：運転をしていない時期にRF電子銃のオフラインでのテストをおこなうことは可能か？

A.早野：インプットカップラーとイオンポンプがあれば可能。冷却水の付け替えは比較的容易。
次回会合は12月20日13時30分より
文責：栗木
